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国道4号は、東京都中央区を起点に宮城県白石市等を経由し、青森県青森市に至る延長約838kmの直轄国道。
評価対象区間（以下、「対象区間」）は、白石市内の宮城県・福島県境付近に位置し、東北道と並行する2車線区間である。
対象区間は令和３年４月に策定された防災・減災、国土強靱化に向けた道路の５か年対策プログラムにおいて、災害に強い
国土幹線道路ネットワークの機能強化対策調査区間に位置づけられている。

１．評価対象区間 1

【図1】対象地域の位置図
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１．評価対象区間 2
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至 東京

至 青森

白石市役所

白石バイパス

（仮称）白石中央
スマートＩＣ
（事業中）

白石バイパス

対象区間

【図1】評価対象区間の位置図

都市計画決定（４車線）Ｗ＝22ｍ

凡 例
住居系地域
商業系地域
工業系地域

凡 例
高規格道路(4車線)
高規格道路(2車線)
一般国道(4車線)
一般国道(2車線)
主要地方道
一般県道

対象区間の北側6.4kmは白石バイパスとして４車線整備済であり、対象区間は都市計画決定済み。
対象区間の終点側1.5kmは白石バイパスとして暫定２車線整備された区間。
また、対象区間南側では白石市などが（仮称）白石中央スマートＩＣを事業中。

L=6.4km
4車線（Ｈ18供用）

L=1.5km
2車線（Ｓ54供用）
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２．計画段階評価の進め方（案） 3

計画段階評価は、東北地方小委員会を3回、意見聴取を2回。
第１回東北地方小委員会では、計画段階評価手続きの進め方（案）のほか、地域の状況と課題、政策目標（案）、意見聴取方
法（案）等について議論。

計画段階評価

地 方 小 委 員 会

対
応
方
針
（
概
略
ル
ー
ト
、
構
造
）
の
決
定

東北地方小委員会
（第1回）

東北地方小委員会
（第2回）

東北地方小委員会
（第3回）

意見聴取
（第1回）

意見聴取
（第2回）

■計画段階評価手続
きの進め方(案)

■地域の状況と課題

■政策目標(案)

■意見聴取方法(案)

●意見聴取内容
・地域、道路の課題
・求められる道路機
能

●意見聴取方法
〈アンケート〉
対象者：地域住民

道路利用者
企業 等

〈ヒアリング〉
対象者：関係自治体

団体
企業 等

■第1回意見聴取結果
の確認

■政策目標の決定

■評価項目の設定

■対応方針(複数案)
の設定

■意見聴取方法(案)

●意見聴取内容
・対応方針(複数案)
の検討に際し重視
する項目

●意見聴取方法
〈アンケート〉
対象者：地域住民

道路利用者
企業 等

〈ヒアリング〉
対象者：関係自治体

団体
企業 等

■第2回意見聴取結果
の確認

■対応方針案(概略
ルート、構造等)

今回
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３．地域の概況 （人口） 4

対象地域は、対象区間の利用が多く見込まれる白石市とし、人口は合計約3万人。
対象地域の人口の減少率は県平均を上回り、25年後には約6割となる見込み（R27/R2）。
対象地域の生産年齢人口割合の減少や高齢化率の増加は宮城県平均を上回り、今後更なる高齢化が想定。

【図2】対象地域の人口推移と伸び率（令和2年を1.0とした場合）

出典） 【実績値】H27、R2国勢調査
【予測値】日本の地域別将来推計人口（H30年3月推計）国立社会保障・人口問題研究所将来人口推計

【図3】対象地域の生産年齢人口と割合の変化

出典） 【実績値】H27、R2国勢調査
【予測値】日本の地域別将来推計人口（H30年3月推計）
国立社会保障・人口問題研究所将来人口推計
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【図1】対象地域の人口

宮城県 白石市（対象地域）

人口(人)
（世帯数(世帯)）

2,301,996
(982,523)

32,758
(12,518)

面積(km2) 7,282 286

人口密度(人/km2) 316.1 114.3

出典）R2国勢調査

実績値 予測値
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【図4】対象地域の高齢化率の推移
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査
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３．地域の概況 （地域間流動） 5

対象地域は、仙台都市圏や大河原町、蔵王町等の仙南地域隣接市町が主な通勤・通学圏となっている。
1世帯当たりの自家用乗用車保有台数は宮城県平均よりも高く、通勤通学時の利用交通手段は自動車が約8割を占める。

出典）R2国勢調査

通勤・通学の
約８割が

自動車利用

【図3】通勤・通学時の利用交通手段

【図2】1世帯当たり自家用乗用車保有台数
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【図1】白石市の通勤・通学流動
(台/世帯)

出典）
自家用乗用車数（宮城県内）：宮城県市町村別保有車両数（東北運輸局宮城運輸支局）
世帯数：R2国勢調査

（対象地域）

※自動車：
自家用車、バス・タクシー

25km

50km

75km

出典）R2国勢調査

通勤・通学者数
～500人
500人～1,000人
1,000人～

※15歳以上・自市町村外通勤・通学者
※対象区間の利用が想定される市町村を表示
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３．地域の概況 （産業） 6

白石市の産業別就業率は宮城県平均と比較して第2次産業割合が高く、約3割を占めている。
国道４号沿線の既存工業団地は全て完売している。
白石市の製造品等出荷額は東日本大震災前の1.4倍まで増加しており、電子部品・デバイス・電子回路製造業が約6割を占め
る。

【図1】白石市の産業構造（就業者数割合）

【図2】工業団地位置図

【図4】 白石市の製造品等出荷額の内訳（R1）

出典）工業統計調査(R1)、仙南地域ものづくり企業紹介ガイドブック2020、電子機器製造メーカー提供

（655億円）

※製造品出荷額が秘匿の産業を除き集計

電子部品・デバイス・電子回路製造業が約6割

出典）みやぎ企業立地ガイド、電子機器製造メーカー提供

【図3】 白石市の製造品等出荷額の推移

出典）工業統計調査(R1)

（億円）

第２次産業の割合が高い

電子部品等の主な製品
リレー(小型継電器)ノイズ抑制シート
自動車のパワーウィンドウや
格納ミラー、家電製品等に
使用

スマホや車載ディスプレイ等の高周波ノイズ対策に使用

白石IC
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至 青森

白石市役所

対象区間

天王工業団地
総面積6.5ha／分譲率100％

白石インター工業団地Ⅱ期
総面積11.0ha／分譲率100％

【予定地】
(仮称)白石中央工業団地
総面積約25ha以上

白石蔵王工業団地
総面積19.6ha／分譲率100％

白石インター工業団地Ⅰ期
総面積9.2ha／分譲率100％

（仮称）
白石中央
スマートＩＣ
（事業中）

至

東
京

大鷹沢工業団地
総面積24.6ha／分譲率100％

凡 例
住居系地域
商業系地域
工業系地域
工業団地
市町村境界線

凡 例
高規格道路(4車線)
高規格道路(2車線)
一般国道(4車線)
一般国道(2車線)
主要地方道
一般県道

▲電子部品・デバイス・電子回路製造企業の例

震災前の1.4倍

東日本大震災

出典）R2国勢調査

Ｅ ４
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３．地域の概況 （スマートＩＣ周辺開発） 7

（仮称）白石中央スマートＩＣは令和２年度に事業化され、令和４年から用地調査、令和５年度から工事着手予定。
白石市はスマートIC周辺整備を重点戦略に位置づけ、令和３年９月に（仮称）白石中央スマートＩＣ周辺整備基本計画を策定。
白石市は令和４年１１月から道の駅の用地調査に着手、令和４年度内には新たな工業団地の立地企業募集開始を予定するな
ど、スマートＩＣ周辺開発を推進。

【図2】 （仮称）白石中央スマートIC周辺開発の概要

出典）（仮称）白石中央スマートインターチェンジ周辺整備基本計画書（R3年9月）を加工して作成

E4

４

【図1】（仮称）白石中央スマートIC周辺の土地利用計画・整備スケジュール

PFI
可能性
調査等

調査 基本設計・
実施設計

基本設計・実施設計

土木工事

建築工事

出典）（仮称）白石中央スマートインターチェンジ周辺整備基本計画書（R3年9月）、
（仮称）道の駅しろいし基本計画（R4年8月）、
（仮称）白石中央スマートIC・スマートIC周辺整備事業説明会資料（R4年8月）

（仮称）白石中央
スマートIC（事業中）

（仮称）
道の駅しろいし

(仮称)白石中央
工業団地 • 若年世代や働き盛り世代の雇用の場を確保し、産

業の活性化を促進する工業施設の集積を目指す
• 1.5～2haの画地のほか、大鷹沢工業団地にみられ

るような大規模な用地を確保

－産業活性化の新たな産業拠点－

（仮称）白石中央工業団地

• 県南の玄関口に位置する観光交流拠点として、市内お
よび周辺観光地への周遊を促進する役割を担う

• 自衛隊・消防隊等の後方支援拠点、避難場所としての
活用、備蓄倉庫の整備を想定し防災拠点機能を強化

－新たな機能を備えた道の駅－

（仮称）道の駅しろいし

• 芝生広場や大会利用が可能なスポーツ競技施設を
計画

• 浸水エリア外・高速道路直結である立地条件から、
災害時は防災機能を発揮する防災公園として整備

－防災公園を兼ねたｽﾎﾟｰﾂ・ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ施設－

ｽﾎﾟｰﾂ・ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ拠点

ｽﾎﾟｰﾂ・
ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ拠点
（防災公園）

【図3】道の駅の防災拠点機能イメージ

出典）（仮称）道の駅しろいし基本計画（R4年8月）

（道の駅あそ望の郷くぎの）

自衛隊・消防隊やボランティアの後方支援拠点 吹雪など災害発生時の一時待避場所

（道の駅メルヘンの丘まんべつ）

R4年度内
立地企業募集開始予定

R4年11月～
道の駅予定地の用地買収着手

R5年度～
防災公園用地の取得予定

立地企業
募集開始予定

道の駅予定地
用地買収着手

防災公園
用地取得予定
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３．地域の概況 （交通特性） 8

対象区間は、主要幹線道路として県を跨いだ移動にとって重要な区間となっており、主要ＯＤ量は近年増加傾向。
対象区間の大型車混入率は28％と高く、県内平均の約２倍である。
対象区間を利用する貨物車は、通過交通が8割を占め、トリップ長は50km以上が8割を占める。

【図1】対象区間の乗用車のOD内訳

出典）ETC2.0プローブデータ（R3年10月）

【図3】県内国道４号 センサス区間別大型車混入率上位５区間

【図4】交通の内訳 【図5】平均トリップ長

通過交通が8割
平均トリップ長 106.8km

平均トリップ長 55.8km
トリップ数：60,594

トリップ数：13,967

トリップ数：60,594

トリップ数：13,967

出典）R3交通量調査結果

トリップ数：13,967（乗用）
※通過交通は2％以上を表示
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出典）ETC2.0プローブデータ（R3年10月）

【図2】主要OD量の伸び率（H17を1.0とした場合）
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出典）道路交通センサスOD集計用マスターデータ（H17、H22、H27）
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３．地域の概況 （交通状況） 9

対象区間の現況の交通量は153百台/日、混雑度は1.25。
対象区間は国道4号前後区間よりも混雑度が高く、旅行速度は国道4号2車線区間平地部の平均速度を下回り、大平交差点付
近ではさらに速度低下が見られる。
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出典）対象区間：ETC2.0プローブデータ（R3.9月～11月（平日））、国道4号平均：ETC2.0プローブデータ（R2.9月～11月（平日））

出典） R3交通量調査結果
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【図4】対象区間の旅行速度構成比

【図2】東北道IC間別通行止め発生回数（H24～R3）
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４．道路交通・地域の状況と課題 （道路の信頼性） 10

上り

下り

2車線 4車線 2車線

並行する国道4号
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50km/h以上

【図3】東北道（国見IC～白石IC間）通行止め時の対象区間周辺の旅行速度

出典）ETC2.0プローブデータ（通行止め時：R4.3.17（11時台）） ※県道以上
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【写真1】東北道通行止め時の
交通状況（R4.3.17）

通行止め時は対象区間の6割以上が
20km/h未満に速度低下

N=137

出典）NEXCO資料（H24～R3）
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【図1】東北道（国見IC～白石IC間）の
通行止め原因別発生割合

（H24～R3）

並行する東北道（国見IC～白石IC間）では、交通事故や雨等による通行止めが多発しており、発生回数は県内最多。

東北道通行止め時には、対象区間の6割以上が20km/h未満に速度低下。

写真１
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４．道路交通・地域の状況と課題 （事故） 11

対象区間には死傷事故率が高い交差点や、県内直轄国道平均の約3倍となる単路区間が存在。物損事故は区間全体で発生
しており、交差点部での追突事故が多い。

単路部では、集落への接続道路周辺で追突事故が発生している。

今後は（仮称）白石中央スマートＩＣの整備に伴う交通需要の増加も見据え、幹線道路として安全に通行できる機能確保が必要。

【図3】対象区間の死傷事故・物損事故類型別発生割合（H29～R2）
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４．道路交通・地域の状況と課題 （産業・物流） 12

【図1】電子機器に関する原材料や製品の輸送ルートの例

電子機器製造メーカー・物流事業者の声
国道4号（国見～白石IC間）は迂回路がなく、東
北道の通行止めにより国道4号が渋滞し、集配
時間に追われることが何度もあった。
平成26年2月の大雪の際は、国道4号で立ち往
生し原料が入荷できず出荷もできなかった。半
日程度工場の稼働に影響が出たため、通常よ
りも出荷量が減少した。

出典）R3・R4企業ヒアリング調査
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圧電製品(半導体部品向け)等 出典）電子機器製造メーカー提供

ノイズ抑制シートの概要
スマートフォンや車載ディスプレイ等の
電子機器の内部で発生する電磁的
なノイズを抑制するシート

スマートフォンなどに使用する「ノイズ抑制シート」の世界シェア3割を占める電子機器製造メーカーでは、原材料の仕入れや製
品の出荷で国道4号を利用しているが、東北道通行止め時の国道4号への交通集中により、工場稼働や業務に支障が発生。

白石市では、（仮称）白石中央スマートICの整備と併せ新しい工業団地整備を計画しており、スマートICと接続する国道４号の重
要性が増大。地域産業の支援に向け、円滑な物流環境や開発エリアへの安定したアクセスルートの確保が必要。

【図3】ノイズ抑制シートの世界シェア
（2021年見込）
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【図4】（仮称）白石中央工業団地へのアクセスイメージ【図2】電子機器製品の概要

出典）R4企業ヒアリング調査
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対象区間は、白石市越河地区等からみやぎ県南中核病院等への救急搬送に利用されているが、片側1車線で大型車が多い
ため、救急車が搬送しづらい状況。

東北道通行止め時は速度低下により、対象区間の通過にかかる時間は最大約３０分の遅れが生じ、患者の負担となっている。

４．道路交通・地域の状況と課題 （救急医療） 13

白石市消防本部の声
• 片側1車線で大型車が多いため、救急車での
追い越しが困難で、搬送の遅れと安全確保に
影響がでている。

• 平成26年2月の大雪による東北道通行止めの
際は、国道4号が大混雑したため現場到着およ
び医療機関への到着が大幅に遅れた。

• 白石ICは市街地から離れているが、白石中央
スマートICが開通すれば市街地からすぐに流
入可能となり、搬送時間が短くなることで患者
にとって利益となる。 出典）R3消防署ヒアリング調査
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５．政策目標（案）の設定 14

課題 原因

道路の
信頼性

〇脆弱なダブルネットワーク
• 並行する東北道では、通行止め発生回数が県内最多
• 東北道通行止め時には、対象区間の6割以上が20km/h未満に
速度低下

〇交通容量不足

事故

〇県内平均を上回る事故危険性
• 死傷事故率が高い交差点や、県内直轄国道平均の約3倍とな
る単路区間が存在

• 単路部では、集落への接続道路周辺で追突事故が発生

〇沿道の出入り

産業・
物流

〇不安定な物流ネットワーク
• 東北道通行止め時に資材･製品の入出荷や事業活動に支障が
発生

• スマートICや周辺整備が計画され国道４号の重要性が増大。
地域産業の支援に向け、安定したアクセスルートの確保が必要

〇交通容量不足
○交通需要の増加

救急
医療

〇不十分な救急搬送環境
• 片側1車線で大型車が多いため、救急車が搬送しづらい状況
• 東北道通行止め時は、対象区間の通過に遅れが生じ、患者の
負担となっている

〇2車線区間に大型車が集中

政策目標（案）

交通安全の確保

物流・地域産業を支える
幹線道路の強化

安定した救急搬送ルート
の確保

代替道路としての
機能向上



６．地域の将来像 15

自治体 上位計画 内容（抜粋）

宮城県

新・宮城の将来ビジョン
（R2.12）

◆富県宮城を支える県内産業の持続的な成長促進
―時代に対応した宮城・東北の価値を高める産業基盤の整備・活用
・産業振興、観光などの観点から県際・郡界道路等を整備し、それらを活用した地域連携が必要。

【物流・地域産業を支える幹線道路の強化】

宮城県新広域道路交通
計画
（R3.6）

◆広域道路ネットワーク計画の基本方針
・直轄国道等の基幹道路上の災害ハザードとなる脆弱区間については、代替路の指定または脆弱区間の対策内容の
検討を行い、基幹道路の多重性・代替性を確保する。

【物流・地域産業を支える幹線道路の強化】

仙南広域都市計画区域
の整備、開発及び保全

の方針
（R2.2）

◆都市施設の整備に関する主要な都市計画の決定方針（幹線道路）
・各拠点を結び一体の生活圏を形成するための広域的な人や物の流れを支える軸として、役割に応じた連続的なネット
ワークとなるよう整備、保全を図る 【代替道路としての機能向上】

◆都市施設の整備に関する主要な都市計画の決定方針（幹線道路）
・各道路の機能に応じた階層的なネットワークを形成し、円滑な道路交通の実現を目指すとともに、交通安全性や防災
性の確保、鉄道やバスなどの公共交通サービスの増進に資する道路ネットワークを形成する。

【交通安全の確保】

第7次宮城県地域医療
計画
（H30.4）

◆救急搬送体制の充実
・現場到着から医療機関等への収容までの時間の短縮を図るため、医療機関との連携強化による迅速かつ円滑な搬
送体制の整備を推進。

【安定した救急搬送ルートの確保】

白石市

第六次白石市総合計画
（R3.4)

◆安心して通行できる道路整備の推進
・少子高齢化や激甚化する災害など、様々なリスクに対応する強靱で安全・安心な道路整備を計画的に実施します。

【代替道路としての機能向上】【交通安全の確保】【物流・地域産業を支える幹線道路の強化】

第二次白石市都市計画
マスタープラン
（R4.12）

◆大平地域の地域整備の方針
・交通量が多い国道４号は、道路管理者と連携し、２車線区間の４車線化を推進します。

【代替道路としての機能向上】【物流・地域産業を支える幹線道路の強化】



調査対象者 調査手法・規模

地域住民 • 白石市、大河原町、蔵王町、国見町（福島県）
• 全戸配布 白石市 ：約12,500世帯

大河原町 ：約 9,500世帯
蔵王町 ：約 3,900世帯
国見町 ：約 3,200世帯

道路利用者 • 白石市、大河原町、蔵王町、国見町（福島県） • WEBアンケート（事務所ホームページ）
• 留置アンケート（市町村役場、公民館、道の駅等に配置）

事業者等 • 対象区間の利用企業及び周辺立地企業
宮城県内（白石市、大河原町、蔵王町、仙台市、名取市等）、福島県 • 郵送配布、郵送回収（約200社*）
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以下のとおり、地域から意見聴取を実施。

１．意見聴取の概要
・アンケート調査の対象

・ヒアリング調査の対象

２．地域への意見聴取の周知方法

３．意見聴取期間
・1～2ヶ月程度

４．実施主体
・国土交通省 仙台河川国道事務所

項目 ヒアリング対象

関係団体
（24団体）

• 宮城県（1団体）
• 自治体（1市3町）
• 観光協会（1団体）
• 消防機関（1団体）
• 医療機関（3団体）
• 教育機関（3団体）

• 商工会議所（1団体）
• バス事業者（1団体）
• トラック協会（1団体）
• 物流業者（4社）
• 警察機関（1団体）
• 農業関連団体（1団体）
• 製造業者（2社）

情報提供の項目
宮城県で発行部数の多い新聞にアンケートの協力を呼びかける広告を掲載
仙台河川国道事務所、市町ホームページに意見聴取のバナーを設置し広報を実施
調査対象地域である白石市等で発行される広報紙に広告を掲載
仙台河川国道事務所等のSNSを用いて幅広く広報を実施

※社名読取調査等により抽出した企業

４

６

349

113

349

113

113

457

457

286

白石市
しろ いし

国見町
く に みまち

山形県

福島県

七ヶ宿町

川崎町 名取市

岩沼市

亘理町

山元町

丸森町

角田市

柴田町

村田町

仙台市

対象区間

伊達市

桑折町
福島市 新地町

大河原町
お お がわ らまち

凡例

対象区間

全戸配布

E4

E48

E6

E4

蔵王町
ざ おう まち

宮城県



把握する意見 回答方法

②－（１）対象区間にはどのような課題があると思いますか？以下の１～４の各項目について、
４段階で評価してください。

＜道路の信頼性＞ １．東北道通行止め時には、混雑により通過に時間がかかる。
＜ 交 通 安 全 ＞ ２．交通事故が多いと感じる。
＜産業 ・物流＞ ３．物資輸送に問題が発生している。
＜ 救 急 医 療 ＞ ４．片側１車線のために、救急搬送の支障になっている。

選択式
（単一回答）

②－（２）提示した課題意外に、課題だと感じてることを具体的に記載してください。 自由回答
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○意見聴取内容は、基礎的な情報のほか、地域の課題・政策目標（案）に対する意見を聴取。

５．意見聴取(1回目)の内容
・対象区間の利用状況について

【住民用】

把握する意見 回答方法

①－（１）主な利用目的
１．仕事 ２．通勤・通学 ３．家事（買物など）
４．送迎 ５．レジャー・ドライブなど
６．利用しない ７．その他（括弧内に記載してください）

選択式
（単一回答）

①－（２）主な移動手段
１．自動車 ２．公共交通（バス・タクシー） ３．バイク
４．自転車 ５．徒歩

選択式
（単一回答）

①－（３）利用頻度
１．週に５回以上 ２．週に３～４回 ３．週に１～２回
４．月に１～２回 ５．年に数回

選択式
（単一回答）

把握する意見 回答方法

①－（１）主な利用目的
１．営業 ２．運送・運搬 ３．送迎
４．旅客 ５．利用しない
６．その他（括弧内に記載してください）

選択式
（単一回答）

①－（２）主な移動手段
１．乗用車 ２．大型貨物車
３．小型貨物車 ４．その他（括弧内に記載してください）

選択式
（単一回答）

①－（３）利用頻度
１．週に５回以上 ２．週に３～４回 ３．週に１～２回
４．月に１～２回 ５．年に数回

選択式
（単一回答）

【事業者用】

・政策目標（案）について【住民・事業者 共通】

・その他のご意見について【住民・事業者 共通】

把握する意見 回答方法

②－（３）その他、対象区間におけるご意見やご要望がありましたら、ご自由に記載してください。 自由回答
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６.調査の設問案
1)調査概要
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６．調査の設問案

２）地域の現状と課題
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６.調査の設問案

【質問表 表面】 【質問表 裏面】

３）住民用アンケート
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６.調査の設問案

【質問表 表面】 【質問表 裏面】

４）事業者用アンケート


